
　２月５日に発生したＭＶ－２２オスプレイからの飲料水ボトル落下
事故、２月１８日に発生した米海兵隊員の住居侵入事件に対して、２
月 27 日に議長を初めとする基地関係特別委員会による抗議要請が県
内関係機関に対して行われた。

第８６号　平成２５年３月１１日（１） ぎのわん市議会だより

オスプレイからの飲料水ボトル落下事故に対し、
　　オスプレイの即時撤去及び追加の配備計画の撤回を要請！！

飲料水ボトル落下事故及び海兵隊員による住居侵入事件に対し、武田防衛局長へ要請する宜野湾市議団（平成２５年２月２７日）

1212月月
定例会の経過

12
月

３日

５日

７日

１０～１２日

１２、１７、
１８日

１４、
１７～１９日

２０日

議会運営委員会

会期の決定、案件上程、説明

上程案件に対する質疑、

委員会付託、議会運営委員会

常任委員会議案審査

一般質問　（質問者１６名）

各常任委員会の審査報告及び表決

議会運営委員会

議会運営委員会

宜野湾市議会
宜野湾市野嵩一丁目１番１号
電話（０９８）８９３-４４１１（内３３７）
印刷　株式会社東洋企画印刷

市議会だより市議会だより
86第 号ぎのわんぎのわん

市長の減給条例案を可決！！
月額１５％の２ヵ月間減額

定 例 会１２月５日～１２月２０日１２月５日～１２月２０日
会　期会　期

　第３７３回宜野湾市議会定例会は、１２月５日から１２月
２０日までの１６日間の会期で開かれました。
　今定例会は、 特別職の給与に関する条例の一部を改正
する条例や海浜公園等の指定管理者の指定についてのほ
か、部設置条例の一部を改正する条例についてなど３９件
の議案等が審議され、１６名の議員による一般質問も行わ
れました。



第８６号　平成２５年３月１１日 （２）ぎのわん市議会だより

　
決
算
の
内
容
は
、
歳
入
総
額
三

百
三
十
二
億
五
千
二
百
五
十
四
万

五
千
九
百
六
十
九
円
、
歳
出
総
額

三
百
二
十
一
億
三
千
八
百
七
十
八

万
三
千
四
百
十
九
円
で
あ
る
。

　
委
員
会
審
査
で
は
、
経
常
収
支

比
率
が
平
成
二
十
一
年
度
よ
り
毎

年
改
善
し
て
い
る
要
因
に
つ
い
て

質
疑
が
な
さ
れ
、
税
収
の
伸
び
や

人
件
費
の
縮
減
が
主
な
要
因
で
あ

る
が
、
今
後
は
行
政
診
断
等
の
結

果
も
踏
ま
え
て
、
さ
ら
な
る
行
政

改
革
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
見
直
し
指

針
及
び
審
査
基
準
に
基
づ
い
て
、

方
向
性
は
出
し
て
お
り
、
新
年
度

予
算
へ
反
映
で
き
な
い
か
検
討
中

で
あ
る
と
の
説
明
が
な
さ
れ
た
。

委
員
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
行
政

に
は
「
運
営
」
で
は
な
く
「
経
営
」

と
い
う
感
覚
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
提
言
が
な

１２月定例会
主な議案の
審議経過

み
金
額
の
確
認
は
二
重
に
行
っ
て

い
た
が
、
そ
の
後
の
事
務
作
業
の

間
に
不
正
防
止
策
が
講
じ
ら
れ
て

お
ら
ず
、
今
回
の
不
正
が
起
こ
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
今
後
は
、
振

り
込
み
金
額
の
確
認
後
に
不
正
な

入
力
が
で
き
な
い
よ
う
、
シ
ス
テ

ム
に
制
限
を
か
け
る
な
ど
の
対
策

を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
と
の
答
弁

が
な
さ
れ
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
福
祉
保
健
部
で

は
こ
こ
数
年
で
複
数
回
の
不
祥
事

が
起
こ
っ
て
お
り
、
処
分
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
厳
格
に
す
べ
き
で

は
な
い
か
と
の
苦
言
の
ほ
か
、
市

長
の
給
料
の
減
額
割
合
の
根
拠
や

金
銭
を
取
り
扱
う
部
署
の
管
理
体

制
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
も
多
く

の
質
疑
、
提
言
が
な
さ
れ
、
全
会

一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

　
議
案
内
容
は
、「
地
域
の
自
主

性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の

改
革
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
第

一
次
一
括
法
）」
の
公
布
に
よ
り
、

介
護
保
険
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
指
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
す
る
条
例
を

三
件
制
定
す
る
内
容
で
あ
る
。

　
委
員
会
審
査
に
お
い
て
、
独
自

基
準
を
設
け
た
経
緯
に
つ
い
て
質

疑
が
な
さ
れ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
た
結
果
か
ら
得
ら

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
個
人
市
民
税
の
減
収

理
由
や
収
納
率
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
状
況
、
台
風
被
害
へ
の
補

償
制
度
の
創
設
な
ど
、
多
く
の
質

疑
、
提
言
等
が
な
さ
れ
、
全
会
一

致
で
認
定
さ
れ
た
。

　
予
算
の
内
容
は
、
三
億
九
百
七

十
五
万
六
千
円
を
追
加
補
正
す
る

も
の
で
あ
る
。

　
委
員
会
審
査
で
は
、
認
可
保
育

園
施
設
整
備
事
業
に
関
し
、
施
設

整
備
に
よ
る
待
機
児
童
解
消
へ
の

効
果
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
質
疑
が
な
さ
れ
、
平
成
二
十
年

か
ら
こ
れ
ま
で
に
四
百
五
十
人
余

り
の
定
員
増
を
図
っ
て
き
た
が
、

待
機
児
童
数
は
横
ば
い
で
あ
り
、

今
後
は
施
設
整
備
を
初
め
、
認
可

外
保
育
園
の
認
可
化
や
保
育
マ
マ

制
度
実
施
の
検
討
な
ど
取
り
組
み

た
い
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
た
。
ま

た
、
台
風
十
七
号
の
被
害
に
つ
い

て
は
、
学
校
施
設
を
初
め
、
多
く

の
公
共
施
設
で
被
害
が
あ
り
、
予

備
費
か
ら
多
額
の
支
出
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
。
今
回
の
被
害
状
況
の

検
証
等
も
踏
ま
え
、
今
後
の
施
設

整
備
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
の

説
明
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
県
か
ら
の
権
限
移
譲

に
伴
う
本
市
の
事
務
量
へ
の
影
響

な
ど
多
く
の
質
疑
、
提
言
が
な
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　
議
案
内
容
は
、
平
成
二
十
五
年

度
組
織
見
直
し
に
当
た
り
、
現
行

の
福
祉
保
健
部
を
福
祉
と
保
健
の

分
野
に
分
割
し
、
さ
ら
な
る
福
祉

保
健
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
条
例
を
改
正
し
た
い
と
の
内

容
で
あ
る
。

　
委
員
会
審
査
で
は
、
二
部
制
に

な
る
こ
と
に
よ
る
職
員
体
制
や
予

算
編
成
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、

「
福
祉
推
進
部
」
に
九
十
名
、「
健

康
推
進
部
」
に
八
十
名
の
配
置
で

現
行
よ
り
五
名
の
職
員
増
を
予
定

し
て
お
り
、
部
長
職
の
増
員
に
伴

い
人
件
費
は
増
額
と
な
る
が
、
さ

ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図

る
た
め
の
組
織
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
の
答
弁
が
な
さ

れ
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ

れ
た
。

　
議
案
内
容
は
、
本
市
の
元
非
常

勤
職
員
に
よ
る
児
童
医
療
費
助
成

金
の
不
正
受
給
の
責
任
と
し
て
、

市
長
の
給
料
を
平
成
二
十
五
年
一

月
か
ら
平
成
二
十
五
年
二
月
ま
で

の
二
カ
月
間
、
月
額
一
五
％
減
額

す
る
内
容
で
あ
る
。

　
委
員
会
審
査
で
は
、
振
り
込
み

業
務
に
か
か
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
に

つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、
振
り
込

れ
た
意
見
や
、
日
常
業
務
に
お
い

て
改
善
す
べ
き
点
等
を
独
自
基
準

と
し
て
設
け
た
と
の
説
明
が
な
さ

れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
入
居
一
時
金
の
取
り

扱
い
に
関
す
る
運
営
規
定
に
つ
い

て
も
質
疑
、
提
言
が
な
さ
れ
、
全

会
一
致
を
も
っ
て
可
決
さ
れ
た
。

　
委
員
会
審
査
で
は
、
九
月
議
会

に
上
程
さ
れ
た
学
校
関
係
建
設
の

工
事
請
負
契
約
に
お
け
る
入
札
と

異
な
る
点
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ

れ
、
今
回
の
入
札
は
、
設
計
金
額

と
予
定
価
格
が
同
額
で
な
い
た

め
、
予
定
価
格
か
ら
最
低
制
限
価

格
を
算
出
で
き
な
い
点
や
各
業
者

が
設
計
金
額
等
を
積
算
し
た
結

果
、
入
札
額
が
異
な
っ
て
い
る
と

の
説
明
が
な
さ
れ
、
全
会
一
致
を

も
っ
て
同
意
さ
れ
た
。

（
契
約
金
額
）

　
五
億
六
千
九
百
九
十
二
万
円
九

千
五
百
円

（
契
約
相
手
）

　
㈲
沖
産
・
㈲
隆
盛
建
設
Ｊ
Ｖ

　
議
案
内
容
は
、
平
成
十
八
年
四

月
か
ら
開
始
さ
れ
た
ト
ロ
ピ
カ
ル

ビ
ー
チ
の
三
期
目
の
指
定
管
理
期

間
が
平
成
二
十
五
年
三
月
末
を

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

指
定
管
理
範
囲
を
市
立
総
合
運
動

場
及
び
海
浜
公
園
内
施
設
ま
で
広

げ
る
こ
と
で
利
用
者
の
利
便
性
を

高
め
、
西
海
岸
地
区
の
リ
ゾ
ー
ト

性
を
増
大
す
る
こ
と
、
ま
た
、
市

内
都
市
公
園
施
設
等
の
維
持
管
理

の
質
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

に
新
た
な
指
定
管
理
者
と
し
て
、

は
ご
ろ
も
パ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

を
指
定
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
委
員
会
審
査
で
は
、
委
託
料
の

削
減
額
に
つ
い
て
質
疑
が
な
さ
れ
、

今
回
、
市
立
運
動
場
を
含
む
六
十

六
施
設
に
範
囲
を
拡
大
し
て
管
理

す
る
こ
と
に
よ
り
、
五
年
間
で
一

億
二
千
九
十
七
万
円
の
削
減
効
果

を
見
込
ん
で
い
る
と
の
説
明
が
な

さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
指
定
管
理
者

の
選
定
方
法
や
選
定
委
員
会
の
評

価
結
果
に
つ
い
て
も
多
く
の
質
疑
、

提
言
等
が
な
さ
れ
、
全
会
一
致
を

も
っ
て
同
意
さ
れ
た
。

今定例会における指定管理案件一覧
施設名

宜野湾マリン

支援センター

株式会社

マレア・クリエイト

平成25年４月１日～

平成30年３月31日

宜野湾ベイサイド

情報センター

琉球インタラクティブ

株式会社

平成25年４月１日～

平成30年３月31日

宜野湾

海浜公園等

はごろも

パークマネジメント

平成25年４月１日～

平成30年３月31日

指定管理者となる団体 指定期間

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
号
）

可決

部
設
置
条
例
の
一
部
改
正

可決

特
別
職
の
給
与
条
例
の

一
部
改
正

可決

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

に
関
連
す
る
条
例
の
制
定

可決

海
浜
公
園
等
の
指
定
管
理
者

の
指
定

同意

真
志
喜
中
学
校
屋
内
運
動
場
・

武
道
場
増
改
築
請
負
契
約

同意

平
成
二
十
三
年
度
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

認定



第８６号　平成２５年３月１１日（３） ぎのわん市議会だより

答
弁
者

佐
喜
眞
　
淳

松
川
　
正
則

宮
城
　
茂
雄

外
間
　
伸
儀

宮
城
　
　
聡

和
田
　
敬
悟

比
嘉
　
秀
夫

玉
那
覇
豊
子

宮
城
　
豊
信

石
原
　
昌
次

宮
里
　
幸
子

古
堅
　
宗
篤

大
嶺
　
清
光

國
吉
　
秀
子

一 般 質 問
　今定例会は、１６名の議員から市政全般について、多くの

一般質問がありましたが、紙面の都合上簡潔に掲載いたしま

す。詳しい内容は、市議会会議録を自治会事務所や議会事務

局に保管しています。さらに、市のホームページにも掲載い

たしますので御利用ください。

○
市

　
　
　
長

○
副
　
市
　
長

○
教
　
育
　
長

○
水
道
事
業
管
理
者

○
総

務

部

長

○
企

画

部

長

○
基
地
政
策
部
長

○
福
祉
保
健
部
長

○
市
民
経
済
部
長

○
建

設

部

長

○
教

育

部

長

○
指

導

部

長

○
消
　
防
　
長

○
会
計
管
理
者

◎
議
員
　
市
道
宇
地
泊
三
二
号
及

び
県
道
三
四
号
線
か
ら
国
道
五
八

号
へ
の
右
折
信
号
が
な
い
た
め
、

現
在
交
通
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る

が
、
当
初
か
ら
右
折
信
号
機
の
設

置
は
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
市
道
宇

地
泊
三
二
号
交
差
点
部
分
の
供
用

開
始
を
行
っ
た
の
か
お
聞
き
し
た

い
。
　

◎
市
民
経
済
部
長
　
設
計
当
初
の

段
階
に
お
い
て
、
右
折
信
号
機
の

設
置
は
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
現

在
、
設
置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
相
当
の
混
雑
が
起
こ
っ
て
い

る
。
平
成
二
十
四
年
八
月
に
は
宜

野
湾
警
察
署
か
ら
公
安
委
員
会
へ

上
申
を
行
い
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
が
、
再
度
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

現
地
の
交
通
量
調
査
を
行
っ
た
上

で
、
今
年
度
中
に
設
置
を
行
う
と

の
回
答
を
得
て
い
る
。

◎
議
員
　
市
民
も
喜
ん
で
歓
迎
す

る
と
思
わ
れ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
、

信
号
機
設
置
の
段
階
で
右
折
矢
印

が
あ
れ
ば
、
交
通
渋
滞
も
な
か
っ

た
と
思
う
。
当
該
地
域
は
、
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
る
地
域
で

あ
る
た
め
、
早
期
の
右
折
信
号
機

の
設
置
を
お
願
い
し
た
い
。

　
高
江
洲
善
勝
氏
の
任
期
満
了

（
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
一

日
）
に
伴
い
、
我
謝
修
氏
を
、
そ

の
後
任
と
す
る
人
事
案
件
が
定
例

会
最
終
日
に
提
案
さ
れ
、
一
名
退

場
の
も
と
、
全
会
一
致
で
選
任
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
の
選
任

同意

　
十
二
月
定
例
会
に
お
い
て
、
全

会
一
致
に
よ
り
特
別
委
員
会
が
新

た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
　

▼
特
別
委
員
会
の
名
称

　
議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会

▼
設
置
目
的
及
び
付
託
事
項

　
議
会
機
能
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
市
民
へ
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
す
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、

議
会
基
本
条
例
の
策
定
及
び
議
会

改
革
に
必
要
な
事
項
を
調
査
、
検

討
す
る
。

▼
委
員
定
数
十
名

特
別
委
員
会
の
設
置

我謝修氏

区　　分

　３月定例会 ２８日間

１７日間

２１日間

１６日間

８２日間

３日間

８５日間

１３日間

９日間

９日間

７日間

３８日間

３日間

４１日間

４日間

６日間

６日間

４日間

２０日間

２０日間

１８人

２３人

２２人

１６人

７９人

７９人

８６人

５５人

５０人

２３人

２１４人

１人

２１５人

　６月定例会

　９月定例会

１２月定例会

小計

臨 時 会

年間合計

４回

３回

７回

定例会

会期日数 本会議日数 一般質問日数 質問者数 傍聴人数

市議会の活動状況 ( 平成２４年分）
１．定例会・臨時会の開催等について

２．各委員会の会議日数等について

委員会開催日数

会期中 閉会中 合　計
委員数

委員会名

内  訳

総務常任委員会

経済建設常任委員会

福祉教育常任委員会

議会運営委員会

基地関係特別委員会

全員協議会

合計

９人

８人

９人

１０人

１０人

２７人

１１日間

１１日間

１４日間

１６日間

０日間

１日間

５３日間

５日間

２日間

４日間

７日間

６日間

０日間

２４日間

１６日間

１３日間

１８日間

２３日間

６日間

１日間

７７日間

◎
議
員
　
市
立
幼
稚
園
の
預
か
り

保
育
事
業
に
お
け
る
現
在
の
預
か

り
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
い
。

◎
指
導
部
長
　
定
員
が
二
十
名
と

定
め
ら
れ
て
お
り
、
普
天
間
幼
稚

園
が
十
五
名
、
普
天
間
第
二
幼
稚

園
が
二
十
名
、
大
山
幼
稚
園
が
二

十
名
、
大
謝
名
幼
稚
園
が
二
十
名
、

嘉
数
幼
稚
園
が
二
十
名
、
志
真
志

幼
稚
園
が
二
十
名
及
び
宜
野
湾
幼

稚
園
が
十
九
名
と
な
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　
預
か
り
保
育
利
用
者
の

昼
食
の
形
態
に
つ
い
て
、
本
市
及

び
他
市
の
状
況
を
お
聞
き
し
た
い
。

◎
指
導
部
長
　
本
市
に
お
い
て
、

昼
食
は
弁
当
持
参
で
あ
り
、
那
覇

市
、
浦
添
市
及
び
八
重
瀬
町
に
お

い
て
は
、
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。

◎
議
員
　
弁
当
持
参
は
、
保
護
者

の
負
担
が
大
き
い
た
め
、
ケ
ー
タ

リ
ン
グ
等
の
導
入
が
重
要
だ
と
考

え
る
が
、
本
市
に
お
い
て
も
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
ス
タ
ー
ト
で
き

な
い
の
か
伺
い
た
い
。

◎
指
導
部
長
　
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
た
め
、

現
時
点
で
の
導
入
は
困
難
だ
が
、

今
後
も
調
査
、
研
究
を
し
た
い
。

伊
波
一
男

市立幼稚園の
預かり保育
事業について

議
員

濱
元
朝
晴

宇地泊第二土地
区画整理地区内
の交通渋滞緩和
について

議
員

右折信号機が設置された大謝名交差点（宇地泊３２号側）



◎
議
員
　
市
制
五
〇
周
年
を
迎
え
、

市
民
の
日
に
は
多
く
の
市
政
功
労

者
が
表
彰
さ
れ
て
き
た
が
、
市
政

功
労
と
は
違
う
市
民
栄
誉
賞
の
創

設
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
検
討
し

た
こ
と
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

◎
企
画
部
長
　
市
政
に
功
労
の

あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五

十
九
年
か
ら
市
政
功
労
者
と
し
て

表
彰
し
て
き
た
が
、
市
民
栄
誉
賞

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
余
り
議

論
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
　

◎
議
員
　
こ
と
し
の
県
民
体
育
大

会
に
お
い
て
、
本
市
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
が
十
連
覇
を
果

た
し
て
お
り
、
こ
の
功
績
は
初
の

市
民
栄
誉
賞
と
し
て
そ
の
栄
誉
を

た
た
え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
い

か
が
お
考
え
か
。

◎
企
画
部
長
　
十
連
覇
と
い
う
の

は
、
非
常
に
偉
業
だ
と
思
っ
て
お

り
、
県
民
栄
誉
賞
や
他
市
の
市
民

栄
誉
賞
の
状
況
、
市
政
功
労
表
彰

と
の
整
合
性
も
考
慮
し
な
が
ら
、

今
後
の
規
則
改
正
も
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

◎
議
員
　
市
民
に
夢
と
希
望
を
与

え
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
早
急

に
整
備
し
て
も
ら
い
た
い
。

第８６号　平成２５年３月１１日 （４）ぎのわん市議会だより

◎
議
員
　
配
備
撤
回
に
向
け
て
は

粘
り
強
い
取
り
組
み
が
必
要
と
考

え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

◎
基
地
政
策
部
長
　
問
題
解
決
に

向
け
て
は
、
県
民
一
丸
と
な
っ
た

行
動
が
大
事
と
考
え
て
お
り
、
県

民
大
会
の
実
行
委
員
会
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
オ
ス
プ
レ
イ
が
強
行
配

備
さ
れ
て
、
普
天
間
飛
行
場
の
固

定
化
の
兆
し
が
あ
る
。
県
と
の
連

携
に
加
え
、
市
独
自
の
新
た
な
取

り
組
み
も
必
要
と
考
え
る
が
、
市

長
の
意
気
込
み
と
、
新
た
な
政
権

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け

て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

◎
市
長
　
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
行

い
、
市
民
に
不
利
益
が
及
ば
な
い

よ
う
に
、
夜
間
飛
行
の
停
止
等
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、

新
た
な
政
権
に
対
し
て
も
、
い
ろ

い
ろ
な
角
度
か
ら
情
報
交
換
や
交

渉
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
議
員
　
市
民
の
代
表
と
し
て
、

配
備
撤
回
を
前
面
に
打
ち
出
し
、

新
た
な
政
権
に
対
し
て
も
、
し
っ

か
り
と
交
渉
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員
　
前
回
、
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
要
望
し
た
が
、
そ
の
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
福
祉
保
健
部
長
　
五
カ
所
の
事

業
所
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
が
、

重
症
心
身
障
害
児
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
は
、
指
導
訓
練
室
の
設
置

や
看
護
師
、
機
能
訓
練
担
当
職
員

の
配
置
及
び
嘱
託
医
の
確
保
等
が

必
要
で
あ
り
、
今
現
在
、
市
に
そ

れ
だ
け
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ど
う

か
、
調
査
も
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
の
提
言
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

◎
議
員
　
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
そ
こ

で
、
ネ
ッ
ク
で
あ
る
費
用
負
担
に

つ
い
て
、
受
け
入
れ
意
思
の
あ
る

事
業
所
に
対
し
、
九
条
交
付
金
の

活
用
も
含
め
て
補
助
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
る
が
。

◎
福
祉
保
健
部
長
　
市
内
の
ニ
ー

ズ
調
査
に
加
え
、
支
援
の
方
法
、

他
市
町
村
の
状
況
も
鑑
み
な
が
ら

調
査
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
企
画
部
長
　
九
条
交
付
金
の
活

用
に
つ
い
て
も
、
今
後
十
分
に
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
一
日
も
早
い
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員
　
那
覇
市
を
初
め
、
多
く

の
市
町
村
に
お
い
て
補
助
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、
本
市
に
お
い
て
も

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
導

入
す
る
予
定
は
あ
る
の
か
伺
い
た

い
。
　

◎
市
民
経
済
部
長
　
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
五

年
度
の
実
施
に
向
け
、
要
綱
等
の

整
備
及
び
予
算
要
求
を
行
っ
て
お

り
、
現
在
作
業
を
進
め
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

◎
議
員
　
補
助
金
額
等
の
基
準
に

関
し
て
は
、
検
討
を
行
っ
て
い
る

の
か
。
具
体
的
な
金
額
が
決
定
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
お
聞
き
し

た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
一
キ
ロ
ワ
ッ

ト
当
た
り
二
万
円
、
上
限
を
十
二

万
円
と
し
て
積
算
を
し
て
い
る
。

補
助
戸
数
は
、
五
十
二
戸
を
見
込

ん
で
お
り
、
六
百
二
十
四
万
円
の

予
算
要
求
を
行
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　
市
長
公
約
に
お
い
て
、

「
日
本
一
エ
コ
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
期
の

実
現
を
期
待
し
て
い
る
た
め
、
予

算
の
獲
得
を
お
願
い
し
た
い
。

宮

城
　
克

障がい児に
対する支援の
あり方について

議
員

◎
議
員
　
一
括
交
付
金
は
、
沖
縄

振
興
に
資
す
る
事
業
を
市
が
主
体

的
な
選
択
に
基
づ
い
て
実
施
で
き

る
交
付
金
と
し
て
今
年
度
創
設
さ

れ
た
が
、
今
ま
で
の
交
付
金
と
の

相
違
点
等
、
具
体
的
に
お
聞
き
し

た
い
。

◎
企
画
部
長
　
同
交
付
金
は
、
沖

縄
県
及
び
県
内
市
町
村
が
独
自
の

施
策
を
効
果
的
に
展
開
す
る
た

め
、
使
途
の
自
由
度
が
高
く
、
必

要
総
額
が
確
保
さ
れ
た
交
付
金
で

あ
り
、
本
市
は
、
総
額
十
五
億
九

千
万
円
の
配
分
を
受
け
て
い
る
。

◎
議
員
　
一
括
交
付
金
要
綱
に
基

づ
い
た
事
業
計
画
の
策
定
は
な
さ

れ
て
い
る
の
か
。

◎
企
画
部
長
　
一
括
交
付
金
対
象

事
業
と
し
て
、
沖
縄
の
振
興
に
資

す
る
事
業
及
び
特
殊
性
に
起
因
す

る
事
業
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本

市
に
お
い
て
は
、
普
天
間
飛
行
場

か
ら
発
生
す
る
問
題
を
特
殊
要
因

と
し
て
、
は
ご
ろ
も
小
学
校
関
連

事
業
、
市
民
会
館
施
設
整
備
事
業

等
が
あ
る
。

◎
議
員
　
自
立
型
経
済
の
構
築
に

向
け
、
費
用
対
効
果
の
高
い
事
業

の
採
択
を
要
望
し
た
い
。

岸
本
一
德

住宅用太陽光発電
システムの設置に
対する補助について

議
員

宮

城
　
司

一括交付金の
活用について

議
員

市民栄誉賞第１号として表彰された女子バスケットボールチーム

森

田
　
進

宜野湾市民
栄誉賞の創設
について

議
員

我
如
古
盛
英

オスプレイ配備
撤回に向けての
取り組みについて

議
員
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昨年12月28日から運営が再開された市民駐車場

大謝名交差点内の横断歩道

◎
議
員
　
当
該
交
差
点
へ
の
右
折

信
号
機
設
置
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
お
伺
い
し
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
右
折
信
号
機

設
置
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
宜

野
湾
警
察
署
に
確
認
を
と
っ
た
と

こ
ろ
、
県
公
安
委
員
会
よ
り
現
地

の
交
通
量
調
査
等
を
行
っ
た
上
で
、

今
年
度
中
に
右
折
信
号
機
の
設
置

を
行
う
と
の
回
答
を
得
て
い
る
。

◎
議
員
　
当
該
交
差
点
は
小
中
高

生
の
通
学
路
で
も
あ
り
、
陸
橋
付

近
か
ら
左
折
す
る
際
、
横
断
歩
道

を
渡
る
歩
行
者
が
運
転
手
か
ら
は

見
づ
ら
く
、
ま
た
旧
Ｎ
Ｔ
Ｔ
側
の

横
断
歩
道
で
は
、
歩
行
者
が
い
て

も
車
が
進
入
し
て
く
る
と
の
声
が

保
護
者
か
ら
あ
り
、
ぜ
ひ
改
善
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
宜
野
湾
警
察

署
と
の
調
整
も
必
要
に
な
っ
て
く

る
が
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て
立

て
看
板
や
高
輝
度
反
射
板
の
設
置

に
つ
い
て
、
す
ぐ
に
で
も
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
議
員
　
安
心
し
て
歩
行
で
き
る

よ
う
、
大
事
故
が
起
こ
る
前
に
ぜ

ひ
改
善
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員
　
市
民
駐
車
場
の
閉
鎖
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
周
辺
事
業
者

か
ら
は
、
客
足
も
遠
の
き
、
従
業

員
の
通
勤
に
も
支
障
を
来
し
て
い

る
と
の
声
が
あ
る
。

◎
議
員
　
緊
急
的
な
対
応
策
と
し

て
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
商
店
街
周
辺

の
民
間
施
設
駐
車
場
の
活
用
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
る
か
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
具
体
的
な
協

議
は
し
て
い
な
い
が
、
可
能
で
あ

れ
ば
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
警
備
上
の
理
由
に
よ
り

閉
鎖
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

次
回
、
米
軍
と
交
渉
す
る
際
に
は
、

そ
の
問
題
を
し
っ
か
り
と
ク
リ
ア

で
き
る
条
件
の
提
示
が
可
能
か
ど

う
か
お
聞
き
し
た
い
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
市
民
広
場
と

市
民
駐
車
場
の
開
放
に
向
け
て
管

理
要
綱
を
策
定
中
で
あ
り
、
利
用

規
定
に
準
じ
た
管
理
運
営
を
行
う

こ
と
を
米
軍
に
提
示
し
て
早
期
開

放
を
要
請
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
長
年
に
わ
た
り
普
天
間

地
域
、
宜
野
湾
市
民
の
駐
車
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
お
り
、
一
日
も

早
い
運
営
再
開
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
議
員
　
市
長
の
所
信
表
明
で
、

「
一
日
も
早
い
危
険
性
の
除
去
及
び

県
外
へ
の
移
設
を
沖
縄
県
知
事
と

連
携
し
て
日
米
両
政
府
へ
強
く
訴

え
、
普
天
間
飛
行
場
の
早
期
の
閉

鎖
、
返
還
に
向
け
、
あ
ら
ゆ
る
方

策
を
講
じ
る
」
と
あ
る
が
、
あ
ら

ゆ
る
方
策
と
は
何
か
伺
い
た
い
。

◎
基
地
政
策
部
長
　
沖
縄
県
及
び

県
内
各
市
町
村
と
連
携
し
な
が

ら
、
行
政
と
し
て
で
き
る
範
囲
で

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
て
ま
い
り

た
い
と
い
う
意
味
合
い
で
あ
る
。

◎
議
員
　
普
天
間
飛
行
場
の
固
定

化
を
避
け
る
た
め
に
も
辺
野
古
へ

の
移
設
を
断
念
さ
せ
る
決
意
は
あ

る
の
か
。

◎
市
長
　
普
天
間
飛
行
場
の
固
定

化
を
避
け
る
こ
と
が
一
番
大
切
で

あ
り
、
返
還
ま
で
の
間
、
市
民
の

負
担
軽
減
と
危
険
性
の
除
去
を
ど

う
捉
え
る
か
と
い
う
こ
と
も
あ
わ

せ
て
、
新
し
い
政
府
と
と
も
に
話

し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い
。

◎
議
員
　
本
市
か
ら
も
訓
練
の
受

け
入
れ
な
ど
、
負
担
軽
減
を
県
外

へ
訴
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
の
で
、

情
報
を
得
な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

提
案
を
発
信
し
て
も
ら
い
た
い
。

◎
議
員
　
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
後
の

運
用
状
況
や
市
民
か
ら
の
苦
情
等

は
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

◎
基
地
政
策
部
長
　
運
用
状
況
に

つ
い
て
は
沖
縄
県
基
地
対
策
課
と

連
携
し
な
が
ら
、
可
能
な
範
囲
で

実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

市
民
か
ら
の
苦
情
等
に
つ
い
て
は

基
地
被
害
一
一
〇
番
に
寄
せ
ら
れ

た
情
報
を
も
と
に
把
握
し
て
い
る
。

◎
議
員
　
運
用
実
態
を
綿
密
に
調

査
し
、
こ
れ
を
証
拠
と
し
て
国
に

示
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

◎
基
地
政
策
部
長
　
で
き
る
範
囲

の
運
用
実
態
調
査
を
行
っ
た
上
で
、

国
に
対
し
運
用
実
態
の
説
明
を
求

め
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
新
た
な
政
権
が
誕
生
す

る
中
で
、
普
天
間
飛
行
場
の
閉
鎖
、

返
還
に
向
け
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。
ま
た
、
辺
野

古
移
設
反
対
を
貫
き
通
す
意
思
が

あ
る
の
か
ど
う
か
伺
い
た
い
。

◎
市
長
　
新
た
な
政
権
に
対
し

て
、
日
米
合
意
の
遵
守
を
し
っ
か

り
と
要
請
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

県
内
移
設
反
対
に
つ
い
て
は
、
固

定
化
を
避
け
る
こ
と
を
前
提
に
、

県
外
移
設
も
伝
え
て
ま
い
り
た
い
。

知
念
吉
男

普天間飛行場の
動向について

議
員

呉

屋
　
等

市民駐車場の
運営再開
について

議
員

比
嘉
憲
康

普天間飛行場
の早期閉鎖、
返還について

議
員

玉
元
一
恵

大謝名交差点
の混雑解消
について

議
員
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市道中原２号と中原４号との交差点

◎
議
員
　
愛
知
・
神
山
地
域
で
最

も
古
い
井
戸
で
あ
る
ヌ
ー
ル
ガ
ー

の
文
化
財
と
し
て
の
内
容
及
び
そ

の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
教
育
部
長
　
当
該
井
戸
は
「
ふ

る
さ
と
愛
知
」
に
お
い
て
、
古
く
か

ら
ウ
ブ
ガ
ー
と
し
て
崇
拝
さ
れ
、

宜
野
湾
ノ
ロ
の
管
轄
で
あ
る
と
の

記
述
も
あ
り
、
文
化
財
分
布
情
報

図
に
お
い
て
も
市
と
地
域
に
と
っ

て
保
護
、
活
用
が
必
要
な
文
化
財

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

◎
議
員
　
本
市
の
登
録
文
化
財
と

し
て
の
登
録
は
可
能
と
考
え
て
よ

い
の
か
。

◎
教
育
部
長
　
文
化
財
は
、
市
民

の
共
有
財
産
で
あ
る
と
同
時
に
歴

史
、
文
化
に
根
差
し
た
歴
史
的
遺

産
で
あ
る
た
め
、
状
況
を
把
握
し

た
地
域
住
民
の
方
々
の
管
理
が
必

要
だ
が
、
市
登
録
文
化
財
と
し
て

の
要
件
は
十
分
に
備
え
て
い
る
。

◎
議
員
　
文
化
財
登
録
後
の
市
の

支
援
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
教
育
部
長
　
市
と
し
て
は
、
文

化
財
標
識
及
び
説
明
板
の
設
置
の

支
援
を
考
え
て
お
り
、
管
理
、
修

復
に
つ
い
て
は
地
域
の
自
主
的
な

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

◎
議
員
　
当
該
交
差
点
は
交
通
事

故
が
頻
繁
に
発
生
す
る
の
で
、
交

通
安
全
対
策
を
講
じ
た
と
の
こ
と

だ
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
伺

い
し
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
平
成
二
十
三
年
七

月
に
、
地
域
住
民
よ
り
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
が
電
柱
に
隠
れ
て
見
づ
ら
い

と
の
声
が
あ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
電
柱
に
か
か
ら
な
い
場
所
へ
移

設
し
て
安
全
対
策
を
講
じ
た
。

◎
議
員
　
安
全
対
策
を
講
じ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
事
故
が

発
生
し
て
お
り
、
市
道
中
原
四
号

側
に
停
止
線
及
び
停
止
標
識
を
設

置
し
、
完
全
に
一
時
停
止
を
さ
せ

な
い
と
事
故
を
防
げ
な
い
と
思
う

が
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

◎
市
民
経
済
部
長
　
御
指
摘
の
と

お
り
当
該
交
差
点
に
は
優
先
道
路

標
識
が
な
い
こ
と
も
事
故
の
原
因

と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
標
識
設
置

に
つ
い
て
宜
野
湾
警
察
署
に
要
請

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

◎
議
員
　
市
道
中
原
四
号
側
に
一

時
停
止
標
識
等
を
設
け
な
い
限
り

事
故
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
し
っ
か
り
と
安
全
対
策
を

と
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎
議
員
　
国
道
三
三
〇
号
我
如
古

交
差
点
改
良
事
業
の
事
業
計
画
と

進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
平
成
二
十
四
年
度

は
、
用
地
買
収
、
物
件
補
償
及
び

仮
排
水
路
工
事
を
実
施
し
て
お
り
、

進
捗
状
況
は
約
六
〇
％
と
国
道
事

務
所
の
担
当
者
よ
り
伺
っ
て
い
る
。

◎
議
員
　
我
如
古
地
内
進
入
路
の

事
業
計
画
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

◎
建
設
部
長
　
国
道
三
三
〇
号
我

如
古
交
差
点
改
良
事
業
に
合
わ
せ

て
整
備
を
行
う
計
画
で
あ
り
、
現

在
、
防
衛
省
補
助
で
実
施
設
計
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

◎
議
員
　
当
該
整
備
に
よ
り
我
如

古
地
内
進
入
路
の
交
通
量
が
ふ
え

る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
通
学
路
と

し
て
の
歩
道
整
備
な
ど
、
安
全
対

策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

◎
建
設
部
長
　
通
学
路
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
限
ら
れ
た
道
路
空
間

の
中
で
可
能
な
限
り
歩
道
の
確
保

を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

◎
議
員
　
事
故
が
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
の
で
、
国
道
三
三
〇
号
の

拡
張
工
事
完
了
に
間
に
合
う
よ
う

し
っ
か
り
と
対
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。

◎
議
員
　
普
天
間
第
二
小
以
外
で

も
文
科
省
が
示
し
た
望
ま
し
い
教

室
の
基
準
値
を
満
た
し
て
い
な
い

学
校
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今

後
の
対
応
、
改
善
策
は
ど
の
よ
う

に
協
議
し
て
お
ら
れ
る
の
か
。

◎
教
育
長
　
五
月
下
旬
に
防
音
事

業
関
連
の
維
持
費
の
補
助
、
対
象

期
間
の
拡
充
に
つ
い
て
要
請
を
し

て
お
り
、
オ
ス
プ
レ
イ
が
飛
来
し

た
こ
と
に
よ
る
低
周
波
の
問
題
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
専
門
家
の
情
報

提
供
を
得
な
が
ら
、
関
係
部
局
と

連
携
し
て
沖
縄
防
衛
局
に
対
し
、

教
育
環
境
改
善
を
厳
し
く
求
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◎
議
員
　
普
天
間
第
二
小
に
は
遮

音
効
果
が
高
い
一
級
防
音
工
事
が

施
さ
れ
て
い
る
が
、
遮
音
性
能
検

査
の
責
任
の
所
在
に
つ
い
て
、
そ

の
後
協
議
さ
れ
た
の
か
伺
い
た
い
。

◎
基
地
政
策
部
長
　
機
会
あ
る
た

び
に
協
議
、
要
請
は
し
て
い
る
が
、

明
確
な
回
答
は
な
い
状
況
で
あ
り
、

今
後
は
具
体
的
な
検
討
、
対
策
を

詰
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

◎
議
員
　
平
等
、
公
平
に
子
供
た

ち
が
安
心
し
て
学
び
が
で
き
る
よ

う
早
急
に
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
。

市登録文化財として要望のある愛知区内の「ヌールガー」

仲
村
春
松

中原４号と中原２号
との交差点の交通
安全対策について

議
員

上
地
安
之

普天間第二小の
学校環境衛生基準
について

議
員

平
良
眞
一

我如古地内
進入路の整備
について

議
員

佐
喜
真
進

愛知区内
ヌールガーの
整備について

議
員
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◎
議
員
　
枯
れ
葉
剤
使
用
の
実
態

に
つ
い
て
、
名
護
市
が
外
務
省
沖

縄
事
務
所
へ
事
実
確
認
を
求
め
る

要
請
書
を
提
出
し
た
と
の
報
道
が

な
さ
れ
た
。
本
市
に
お
い
て
も
同

様
な
要
請
を
出
す
べ
き
だ
と
思
う

が
、
御
見
解
を
伺
い
た
い
。

◎
基
地
政
策
部
長
　
枯
れ
葉
剤
に

つ
い
て
は
、
県
を
初
め
と
す
る
関

係
市
町
村
で
組
織
す
る
軍
転
協
で

国
に
対
し
要
請
さ
れ
て
い
る
。

◎
議
員
　
軍
転
協
だ
け
で
は
な
く
、

市
と
し
て
も
独
自
に
要
請
書
を
出

す
べ
き
だ
と
思
う
。
ま
た
、
ア
ス
ベ

ス
ト
に
関
し
て
も
、
キ
ャ
ン
プ
瑞

慶
覧
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
付
近
住
民
は

飛
散
し
て
く
る
粉
じ
ん
に
恐
怖
を

感
じ
て
い
る
。
国
に
は
ど
の
よ
う

な
対
策
を
要
求
し
て
い
く
の
か
。

◎
基
地
政
策
部
長
　
西
普
天
間
地

区
の
ハ
ウ
ジ
ン
グ
エ
リ
ア
の
住
宅

が
解
体
さ
れ
る
前
に
、
防
衛
局
に

対
し
、
ア
ス
ベ
ス
ト
が
飛
散
し
な

い
よ
う
に
そ
の
対
策
に
つ
い
て
は

万
全
を
期
す
よ
う
要
請
を
し
て
い

き
た
い
。

◎
議
員
　
市
長
み
ず
か
ら
国
に
対

し
、
き
ち
ん
と
し
た
対
策
を
と
る

よ
う
要
求
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

桃

原
　
功

枯れ葉剤問題と
アスベスト被害へ
の対応について

議
員

　これまで米軍の配慮により、宜野湾市民の憩いの場として活用されてきた

「市民広場」が平成24年９月26日に閉鎖され、さらに「市民駐車場」が11月３

日より米軍基地普天間飛行場の保安上の都合で閉鎖されたことは、多くの市

民並びに当該施設の利用者にとって、大変憂慮している現状にあります。

　市民広場は、市のイベント行事のほか、ゲートボールやグラウンドゴルフ大

会、少年野球大会等、各種行事に幅広く活用がなされており、昨年度実績では

個人・団体を含めて1,450件の利用申請がなされ、約96,000人が利用しており、

ゲートが閉鎖された以降も申請件数が100件を上回っている状況であります。

　また、市民駐車場においては、毎日約300台の通勤者や買い物客等での利

用や、地域活性化のイベント広場として長きにわたり利用されてきた実績があ

り、普天間地域にとって必要不可欠な施設となっています。

　両施設の閉鎖に伴う地域への影響は甚大であり、今後も開放されない状況

が続くと地域経済の低迷を初めとして、子供からお年寄りまでスポーツ等によ

る地域交流、健康増進においても重大な影響を及ぼすのは必至であり、大変

懸念すべき事態だと認識しております。

　よって、本市議会は住民福祉の向上並びに地域経済の活性化を促進する立

場から、市民広場及び市民駐車場について、これまでどおり利活用できるよう

早急に開放していただきたく、特段の御配慮を強く要請いたします。

　以上、決議する。

　平成24年12月20日

沖縄県宜野湾市議会

市民広場及び市民駐車場の
早期開放を求める要請決議

　去る11月18日早朝、泥酔した在沖米海兵隊兵士が那覇市内の民家に不法に

侵入したとして、現行犯逮捕されるという事件がまたもや発生した。

　10月には、米海軍兵による女性暴行致傷事件、そして11月２日には読谷村で

住居侵入の上、器物損壊をし、無抵抗の中学生に対し傷害を負わすという事

件が起こったばかりであり、激しい憤りを覚えるとともに、断じて許すことは

できない。

　本市議会は、これまで米軍人等による事件・事故が発生するたびに綱紀粛

正、再発防止及び関係者への教育等を徹底するよう米軍等に再三再四強く申

し入れてきたにもかかわらず、このような事件が連続して発生する異常事態

は、米軍の綱紀粛正、再発防止策及び人権教育が全く実効性を伴わない形式

だけにすぎないことを立証したといっても過言ではない。さらに、在日米軍が

現在実施している夜間外出禁止令が再発防止策として何ら機能していないこ

とも浮き彫りとなった。

　戦後67年が経過した今もなお、沖縄は米軍の占領下だという意識が根底に

あり、沖縄県民は平穏な生活を保障されず、人権が脅かされる日常であり、県

民の安全・安心な生活と尊厳を守るためには、もはや在沖米軍基地を整理・

縮小する以外に方法はない。

 立て続けに起こる米兵による暴行事件や県民の総意を無視した日米合意に

基づくＭＶ－２２オスプレイの強行配備などに対し、市民、県民の怒りは頂点

を超え、新たな島ぐるみ闘争に発展しかねない状況である。

　よって、本市議会は、９万５千人余の市民、沖縄県民の尊い生命・財産と人

権を守る立場から、相次ぐ米兵による凶悪事件に対し、厳重に抗議するととも

に、下記の事項が速やかに実現されるよう強く要求する。

記

1.相次ぐ事件の加害者に対する厳正な処罰と被害者への謝罪及び完全な補償

を行うこと。

2.在沖米軍人・軍属等への人権教育のあり方を根本的に見直すとともに、一層

の綱紀粛正を図り、実効性のある抜本的な再発防止策を講じ、速やかに公表

すること。

3.日米地位協定を抜本的に改正し、在沖米軍基地の一層の整理・縮小及び米

軍基地普天間飛行場の早期閉鎖、返還を促進すること。

以上、決議する。

平成２４年１２月５日

沖縄県宜野湾市議会

相次ぐ米兵による凶悪事件に対する抗議決議
　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
十
二
月

五
日
に
議
会
運
営
委
員
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
「
相
次
ぐ
米
兵
に
よ
る

凶
悪
事
件
に
対
す
る
抗
議
決
議
及

び
意
見
書
」
は
、
全
会
一
致
で
そ

れ
ぞ
れ
可
決
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
二
十
日
に
は
「
市
民

広
場
及
び
市
民
駐
車
場
の
早
期
開

放
を
求
め
る
要
請
決
議
」
が
全
会

一
致
で
そ
れ
ぞ
れ
原
案
可
決
さ
れ
、

同
日
に
議
長
、
副
議
長
、
議
会
運

営
委
員
長
及
び
副
委
員
長
の
四
人

が
議
会
代
表
と
し
て
、
普
天
間
航

空
基
地
副
司
令
官
ワ
レ
ス
中
佐
へ
、

両
敷
地
の
早
期
開
放
に
つ
い
て
直

接
要
請
を
行
っ
た
。

決
議
・
意
見
書

　
教
育
委
員
会
よ
り
、「
全
国
学
校
給

食
週
間
」
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て

学
校
給
食
状
況
視
察
（
学
校
訪
問
）
を

実
施
す
る
に
当
た
り
、
議
長
及
び
福
祉

教
育
常
任
委
員
会
の
委
員
が
、
児
童
・

生
徒
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
学
校
給
食

の
意
義
と
役
割
に
つ
い
て
理
解
と
関
心

を
高
め
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
給
食
の

実
情
を
把
握
し
、
今
後
の
学
校
給
食

の
充
実
、発
展
に
役
立
て
る
よ
う
視
察
、

懇
談
を
行
い
ま
し
た
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員

活

動

＊
視
察
校
及
び
日
程

◇
嘉
数
中
学
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◇
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学
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一
月
二
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◇
長
田
小
学
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一
月
二
十
四
日
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第３７３回宜野湾市議会定例会付議事件一覧及びその結果第３７３回宜野湾市議会定例会付議事件一覧及びその結果

事件番号

議案第６５号 承　　認平成２４年度宜野湾市一般会計補正予算（第３号）の専決処分の承認について

議案第６６号 原案可決（全会一致）平成２４年度宜野湾市一般会計補正予算（第４号）

議案第６７号 原案可決（全会一致）平成２４年度宜野湾市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

議案第６８号 原案可決（全会一致）平成２４年度宜野湾市下水道事業特別会計補正予算（第２号）

議案第６９号 原案可決（全会一致）平成２４年度宜野湾都市計画宇地泊第二土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

議案第７０号 原案可決（全会一致）平成２４年度宜野湾都市計画佐真下第二土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）

議案第７１号 原案可決（全会一致）平成２４年度宜野湾市介護保険特別会計補正予算（第２号）

議案第７２号 原案可決（全会一致）平成２４年度宜野湾市介護老人福祉施設等特別会計補正予算（第２号）

議案第７３号 原案可決（全会一致）宜野湾市部設置条例の一部を改正する条例について

議案第７５号 原案可決（全会一致）宜野湾市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について

議案第７７号 原案可決（全会一致）宜野湾市特別養護老人ホーム等の設置に関する条例の一部を改正する条例について

議案第７８号 原案可決（全会一致）宜野湾市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例について

議案第８５号 原案可決（全会一致）宜野湾市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について

議案第８６号 同 意（ 退 場１名 ）教育委員会委員の任命について

認 定 第 １ 号 認 定（ 全 会 一 致 ）平成２３年度宜野湾市一般会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ２ 号 認 定（ 全 会 一 致 ）平成２３年度宜野湾市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ３ 号 認 定（ 全 会 一 致 ）平成２３年度宜野湾市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ４ 号 認 定（ 全 会 一 致 ）平成２３年度宜野湾都市計画宇地泊第二土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ５ 号 認 定（ 全 会 一 致 ）平成２３年度宜野湾都市計画佐真下第二土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ６ 号 認 定（ 全 会 一 致 ）平成２３年度宜野湾市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ７ 号 認 定（ 全 会 一 致 ）平成２３年度宜野湾市介護老人福祉施設等特別会計歳入歳出決算の認定について

認 定 第 ８ 号 認 定（ 全 会 一 致 ）平成２３年度宜野湾市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

議案第６２号 原案可決及び認定（全会一致）平成２３年度宜野湾市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について

決議案第１４号 原案可決（全会一致）相次ぐ米兵による凶悪事件に対する抗議決議

決議案第１５号 原案可決（全会一致）市民広場及び市民駐車場の早期開放を求める要請決議

意見書第１７号 原案可決（全会一致）相次ぐ米兵による凶悪事件に関する意見書

陳情第４８号 閉 会 中 の継 続 審 査平成２５年度幼稚園就園奨励費補助金に関する陳情

陳情第４９号 閉 会 中 の継 続 審 査民間戦争被害者を救済する「新たな援護法」の制定を求める意見書について

陳情第５０号 閉 会 中 の継 続 審 査平成２５年度福祉施策及び予算の充実について

陳情第５１号 閉 会 中 の継 続 審 査大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める陳情

陳情第５２号 閉 会 中 の継 続 審 査トロピカルビーチ東リーフの活用に関する請願

議案第７９号 同 意（ 全 会 一 致 ）真志喜中学校屋内運動場・武道場増改築工事（建築）請負契約について

議案第８０号 同 意（ 全 会 一 致 ）消防ポンプ自動車（２１・２２号車）購入に係る物品の取得について

議案第８１号 同 意（ 全 会 一 致 ）大山小学校分離・新設校、幼稚園用地の取得について

議案第８２号 同 意（ 賛 成 多 数 ）宜野湾マリン支援センターの指定管理者の指定について

議案第８３号 同 意（ 賛 成 多 数 ）宜野湾ベイサイド情報センターの指定管理者の指定について

議案第８４号 同 意（ 賛 成 多 数 ）宜野湾海浜公園等の指定管理者の指定について

議案第７４号 原案可決（全会一致）
宜野湾市指定地域密着型サービス事業者及び指定地域密着型介護予防サービス事業者の指定等に関する基準を
定める条例の制定について

議案第７６号 原案可決（全会一致）
宜野湾市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービ
スに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について

承　　認
（経済建設常任委員会）

承　　認
（福祉教育常任委員会）

閉会中の継続審査申し出について

陳情第３１号　宜野湾市発注に係る公共工事に使用される生コンクリートについての「官公需適格組合」並びに「品

質管理監査合格工場」への優先使用に関する陳情

陳情第４６号　地球温暖化対策に関する「地方財源の確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書採択について

陳情第５２号　トロピカルビーチ東リーフの活用に関する請願

承　　認
（総務常任委員会）

閉会中の継続審査申し出について

陳情第２０号　宜野湾市入札制度に関する見直しについての要請

陳情第３８号　住民の安全・安心を支える公務・公共サービスの体制・機能の充実を求める陳情

陳情第４５号　女性の人材育成と積極的登用について

閉会中の継続審査申し出について

陳情第１９号　離婚後の親子の面会交流に関する法整備と支援を求める意見書の提出について

陳情第２１号　就学援助制度の周知・拡充を求める陳情

陳情第２８号　「幼稚園・就学前教育」準義務教育化・無償化要請制度設計の意見書提出に関する陳情

陳情第２９号　「３０名以下学級」早期完全実現に関する陳情

陳情第３０号　学校給食センター移設統合反対に関する緊急要請

陳情第３９号　「子ども・子育て新システム」に基づく保育制度改革に反対する意見書提出を求める陳情

陳情第４１号　「こころの健康を守り推進する基本法」の制定を求める意見書採択のお願い

陳情第４８号　平成２５年度幼稚園就園奨励費補助金に関する陳情

陳情第４９号　民間戦争被害者を救済する「新たな援護法」の制定を求める意見書について

陳情第５０号　平成２５年度福祉施策及び予算の充実について

陳情第５１号　大幅増員と夜勤改善で安全・安心の医療・介護を求める陳情

議決結果事　　件　　名
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